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新しい生命


渡邊利道




　研究所の敷地は外観よりもだいぶ広かったらしい。

　私たちは案内されて温室に入り、特殊な繊維で織られたという透明な壁を何枚もくぐり抜けて奥へ奥へと進んでいった。うだるような暑さの中、彼らの長い長い話はいつ果てるともなく続き、しだいに自分が何を見ているのか、それについて何が語られているのかも判然としなくなっていった。そして気がついたときには長椅子にほとんど寝そべるように倒れ込んでいた。なぜ気がついたのかはわからなかったが、目の前をきらきらと白いものが浮かんでいるのが見えた。

　二匹の白い蝶だった。渦巻のような、図式化された炎のような模様の羽根。

　不意に甘いにおいがした。

「危ないですよ」

　はっとしてふりかえると、ベンチの後ろに一人の女性が立っていた。研究者用の白い制服を着ている。彼らの一人だとすぐにわかったが、自分がどうしてここに一人で、いや彼女もいるのだから二人でいるのかがわからない。

　とつぜん、彼女の姿に被さっておおきな陽炎のような白い煙が立った。これは幻覚だとはっきりわかった。しかしどうしようもなくおおきな煙の幻覚は、あまりに強い存在感で私の意識を吸い取っていく。

「これは私たちが開発した新種の蝶で、鱗粉には感染症を引き起こす毒性があるのです」

　ささやくように彼女は言った。その声はどこからか壁の向こうで降る雨のように聴こえた。

　私は声が出ない。身じろぎもできない。

　煙の中から一条の巨大な蛇の影が見えた。ただの影なのにそれは蛇のものだとしか思えない。それもまた幻覚に違いなかった。

「そうなんですか」

　声が出たことに驚く。すぐに正常な知覚が戻ってきた。

「幻覚が見えましたか？」

　彼女の顔がすぐ近くにあった。私は無言でうなずき、軽く首をふって、

「もう大丈夫です」と言った。

「あなたは、この施設の人ではありませんね？」

　言いながら、彼女がそっと蝶にてのひらを翳す。一瞬の間を手を下ろすと、もうそこに蝶の姿はなかった。消える瞬間、蝶の羽根にとぐろを巻く蛇のような模様が見えた気がした。

「ああ、」

　答えようとして妙な声音になってしまい動揺した私は思わず咳き込んでしまった。どうやら彼女は私のためにここに残ってくれていたと言うわけではなく、別のところで別の仕事をしていて、偶然ここに倒れ込んだ私を発見したということらしい。

「……す、すいません。地球からの査察団に同行しているエンケラドスのものです」

　なんとか言った。

　他のメンバーは私がへたり込んでいるのに気づかなかったのか、それとも単に放置したのだろう。あらためて周囲には私と彼女以外誰もいないのを確認する。

「ああ、あの」

　彼女が短く言葉を切った。どうやら納得したようだ。

「では、私が案内しましょう。ついてきてください」

　さっと身を翻した。私は慌ててベンチを立つ。合流は簡単で、歩いてすぐのところに人の群れがあった。誰も私が離れたことに気づいていなかった。

　それから後も随分歩いてさまざまな研究を見学したが、私には専門外のことがほとんどであまり興味もわかず、ただ迷子にならないように呼吸を整えながら群れについて歩いていっただけだった。そもそもこの視察の目的も私にはよく飲み込めておらず、上司の命令で随行しているだけで、おそらくは視察団一行も私の扱いはよくわかっていなかったに違いない。ただ科学者らしく誰も私を特に気にする様子はなかったので、私はただ所在なく同行していれば良かったのだ。

　視察を終え、研究室の外に出た。そのままバスに乗り込んで宇宙港まで移動する。

　ふと見るとバスにさきほど迷子になったときに声をかけてくれた女性が乗っていた。ラフな服装で、見送りにきたのだろうかとぼんやり思い、そのまま私は彼女の存在を忘れてしまったのだが、それから半年ほど過ぎて、地球に新種の蝶が大量発生し、ひとつの大陸が死滅するほどの感染症が猛威を揮っているという星間ニュースを聞くに及んで、雷に打たれたように私はバスの座席でゆられていた彼女の姿を思い出したのだった。

　そのてのひらにすっと消えた蝶。そして蛇。

　彼女はテロリストだったのだろうか。それとも伝説のミイラ取りのように彼女こそが蝶の幻覚に操られてより広いところ、より多くの生物が存在する地球まで案内させられたのか。

　バスにゆられていたときの彼女に変わった様子はなかったか思い出そうとして、いやそもそも普段の彼女を知らないではないかと思い直す。

　それでも気持ちは穏やかで、それは蝶、新しい生命たちが地球の青い空にどんどん増殖して飛び立っていき、青虫が大地の緑を食んで、ふたたび蝶があの白い煙をたちのぼらせながら人々の間を行き交いやがては宇宙へと舞い戻って全世界の彩りを変容させるのではないかという期待が私にあるためだと気づく。

　それが幻覚だったとしても、そもそも宇宙は情報だとある種の物理学者たちは言うではないか。



他人の畑で雑句ザク！


アルマイト四方の哀・短パン・愛！


ドラゴン(松岡ヒロシ)




　いやはや、今年に入って早半年。梅雨入り前にちょっと行楽だなんだと、いろいろ理由をつけて弁当背負ってウロウロと出掛ける季節ですね。

　同じ食べ物でも外で食べると美味しく感じるのは、やはり年齢人種性別性癖を問わず、だいたい皆さんそうじゃないでしょうか。

　しかし少年期で弁当といえば、学校の遠足でいつもの級友と、我が家自慢の味を見せ合いながら食べるということがありましたね。

　さあやっと食べられるぞと、途中見つけた犬のウンコをツンツンしたその手も洗わず、目的地のつまらない自然公園かなんかで車座になれば、いそいそ頭が悪いお友達からフライング気味に弁当を広げます。するとその弁当によって家柄が出る、といいますか、家の経済の実際が露わになり、弁当の内容によっては普段のクラス内ではうかがい知れない、なんとも言えない暗黒の現実が眼前に広がりました。それを心無いお友達に認識されれば自然とその後の小学生ライフに階級ができてしまいます。人によっては心の中にトラとウマを飼うことになる、幼い心にはそれはそれは大変なイベントでした。

　私の両親は、私が小学校低学年の時に離婚し一家はバラバラになりました。母親方に引き取られたり父方に引き取られたり、はたまた家出し当ても無く電車に乗り込んだりして、小学校は都合4回転校することになったのですが、どちらの家に引き取られたにせよ、家はいつも自慢できるくらいの貧乏でした。しかしながら、食い物に関しては母方は貧乏ながら百姓の家、父方は見栄が勝負の分かれ目であるスナック経営でしたので、人間も住居可能といったほうが適当な表現のようなブタ小屋風味の家だったのに、いざ外に持ち出す弁当となると、その後はしばらくモヤシ生活になりながらも、ちょっと子供には似つかわしくなく、ちょっと方向性は違うのですが、それはそれは見事な弁当を持たせてくれました。私はいつもそこは小学生ながら感心していました。

　どこの学校にも、家が金持ちで本人も自分の家がいかに金を持っているか自慢するお友達がいましたが、そんなグループの前でも、彼らの家から世帯年収1/6の我が家の弁当は見劣りすることはありません。父方の家に引き取られていた時には、金持ち連中の中でもあまり頭の良くないお友達から「なんか違うお正月みたいな弁当」と、とても高い評価も受けましたし、私の弁当箱自体も小学生が持ち歩くのにはあまりにも違和感のある漆塗りの重箱でして、青や赤や銀色にミッキーやらのカラフルなかわいい弁当箱の団らんに、重厚な黒光りする大人の世界と、山菜やら珍味やら憧れの女子にはとても見せられない年寄り臭い料理は、彩りとボリュームでなかなか良い勝負をしていました。




　しかし、そんな弁当の駆け引きから距離を置いて、一人こっそり食べているお友達もいました。もちろん私のような笑える貧乏家とは違う、本格派フルコンタクトの笑えない貧乏家のお友達もいましたが、しかし貧乏なので弁当の内容が蜃気楼のようにおぼろげで恥ずかしく一緒に食べらないというより、これは貧乏ではなくて、親のタチの悪さからまともな弁当を持たせてくれなかったのではないのだろうか、と疑ってしまうお友達もいました。コロッケなどが詰められる透明プラスチックのパックに白飯とふりかけだけの弁当、スーパーのレジ袋でグルグル巻きにされたマヨネーズまみれのゆで卵だけの弁当。これは貧乏とは少々違うのではないかと、転校する先々で当時から非常に気になっていました。

　そこで私は離れて食べるお友達に気配を消してスッと近づき、一緒に食べようやと突然声をかけながら、私たちの目から隠そうとする弁当を覗きこんだりしたりしては、そのお友達の家の経済状況や家庭環境を想像して楽しんでいました。こういった場合は、食べ始めてすぐに行動しないと、離れて食べるお友達は我々に弁当を見せまいとすぐに内容物を口中へと処理してしまうので、ある程度自分の弁当に口をつけたら行かなくてはいけません。あまり正面から「一緒に食べようってばねぇ」なんてやっても、弁当をビニール袋に放り込んで我々から見えないところに逃げ込まれてしまうだけです。そこで私は、野良犬を捕まえるかのように静かに横から近づき「このおかず食べへん？」と、イタみやすい子持ち昆布の天ぷらやレンコンのはさみ揚げなんかをすすめるのです。すると大概は前屈みに弁当を覆いかくし「見るなや！」と言われながらも、おかずをくれるというのであまり逃げたりはしません。そこで距離を詰めて一気に脇から覗いたりするのが効果的な観察方法でした。




　小学校高学年になり4回目の転校をした際、移った先はちょうど野外学習の時期で、まだ他所からの流れ者でしかない私には、野外学習で一緒に弁当を食べるような友達はまだいませんでした。しかし、やはりこの学校にもはぐれ弁当純情派の薄暗いお友達がいたので、私は同じように近くにはぐれながら、どのお友達の弁当箱を覗こうか物色しました。すると、あまり離れていない所で、如何にも家庭環境に何かありそうで少しクレイジーな雰囲気も漂う男子生徒が一人弁当箱をリュックから出していました。

　そのクレイジー君はやはり弁当箱を覆い隠し、上目遣いでギロギロ周りを警戒しながら食べていました。注意深くその姿を観察すると、今ではもう見ることのないアルマイト製の平べったい弁当箱が彼の腕の間から見えました。その弁当箱は所々黒ズミが浮き出ており、クレイジー君が使用する以前、何代か世代を経た貫禄の使用感も、久しぶりの大物かというのを私に期待させてくれました。私は前の学校の時と同様、静かにそれとなく距離を詰め、スッと自分の年寄り臭い弁当を差し出し「よかったらおかず何か食べて」と声をかけました。クレイジー君は私を一瞬ギロリと睨みましたが、すぐに弁当箱に顔を落としながら、何回も何回も首を横に振っていました。私は「そう」と言いながらクレイジー君の横に座りました。クレイジー君は私が横に座っても、先ほどと同じ格好のまま殊更私にそれ以上隠そうとはせず、必死に口をモグモグ動かしていました。そういえば気がつかなかったのですが、クレイジー君は箸を持っていません。素早く弁当箱に手を入れて何やら引っ張り出し、それを次々と口の中へと放り込んでいます。思わず私は自分の弁当を食べることを忘れて、クレイジー君のほうをマジマジと見てしまいました。「なんや」クレイジー君は低い声で私を威嚇しながら、口の中いっぱいに入れた何かをモグモグやっています。私は慌てて彼から顔を背け自分の弁当を食べました。横で食べていると、クレイジー君の方からとてもフルーティーで甘い匂いが漂ってきました。思わず私はクレイジー君に「なに食べとんの？」と聞くと、「関係ないやん」と冷たく答えましたが、その瞬間、彼の弁当箱が傾き、こちらに弁当箱の中が丸見えになりました。

　全部ガムでした。




　そりゃ、食べ物といえば食べ物ですが、まさかガムとは…。




　見てはいけないものを見てしまったという背中の寒さと同時に、これは誰かに言わなくてはいけないという感情も湧き上がり、すぐさま二児の母でもある美味しそうな肢体の担任の元へ報告しに行きました。担任は「えっ！」と驚きの声を上げてクレイジー君の前に走って行きました。クレイジー君はガムをあらかた口の中へと入れてしまったようで、大きく膨らんだ頬っぺたをモシャモシャ動かしています。まさしく狂気でした。担任は豊満な胸をボインボイン揺らしながら、「クレイジー君！そんなのいっぱい口に入れたら喉詰まるよ！」と、わかりやすくアタフタしていました。クレイジー君はチラリと担任を見ながらモグモグを続けています。この担任の大きな声と行動で周りにいた連中にも騒動が伝わり、なんだなんだとみんな集まってきてしまいました。みんなが集まってもモグモグはとまりません。ブルーベリーの香りが辺りに漂います。誰かが「クレイジー、弁当が全部ガムなんだって」と大きな声で周りに伝えました。すると所々から笑い声が聞こえてきました。

　クレイジー君は相変わらず我々には目もくれずモグモグやってるのですが、だんだん膨らんでいた頬っぺたが萎んで、あっという間にゴックンと飲み干してしまいました。さすがにそこまで来ると騒いでいた連中も気味が悪くなったようで、固まって静かになりました。担任もどうして良いのかわからず「お腹壊すよ」と呟くのみでした。

　食べ終わったクレイジー君は、アルマイトの弁当箱をまたリュックにグチャグチャと入れて、中空をじっと見つめていました。私はそんな彼を相変わらず横で観察しながら自分の弁当を食べ終えました。

　すると、そんな私の様子を逆に見ていたようであったクレイジー君は、己の体操服の短パンの尻ポッケをまさぐりだしました。

「よかったらこれ食べへん？」




　差し出されたのは、コーヒーガムでした。







　世の中には人を笑おうと興味本意で覗いてはいけない世界がある、ということを野外学習で学びました。





リビングデッド・シスター


弾射音
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　どうやったらゾンビの世話をすることができるのか、さっぱりわからない。今は手足を縛り、食事も与えていないが、家族の一員である以上、それなりの世話をしなければならないと、僕は思っている。しかし、父と母はどうやら違う考えのようだ。

　翌朝、父は早くに起きて出勤の支度をしたようだ。母が引き留めようとしたらしい。昨夜は会社を休むって約束したじゃないと言って。

　しかし、父は出て行った。どうしても仕事がはずせないらしい。僕の目から見たら、これは単なる責任逃れとしか思えない。こんな大変な事態なのに、どうして会社になんて行っていられるだろう。そんなに家族のほかの者に責任のなすりつけをしたいのか。

　僕がトーストとシリアルを食べていると、母が言った。

「健一、あんたも会社に行ってらっしゃい」

　一瞬、僕は自分の耳を疑った。

「こんな大変なときに。家族の一大事だよ。だいいち、母さん一人で対処できないだろう」

「放っとけばいいのよ」

　母が声に諦観を交えて言った。

「どうせ、縛られたままでは何もできない。ベッドの上でのたうち回っているしかできない。食事もしない。トイレも行かない。手が掛からないゾンビよ」

「そんなこと言ったって」

「これは命令です」

　母は僕を真正面から見据えて言った。

「これは親が子にする命令。会社に行きなさい。むやみやたらに休んでられないでしょう」

　母はとうとう泣きはじめた。

「一体どうしたらいいの。病院へ連れていくわけにもいかない。近づけば襲おうとする。なのに自分の娘。たとえ病院へ連れていったとしても、治る見込みはあるの？」

「わかんないよ、僕にも」

　母が泣きじゃくる姿を見て、僕は決意を固めはじめた。

「じゃあ、こうしよう。一週間、様子を見る。その間、病院へは連れていかない。ただ、様子を見るだけ。何か変化があったら、記録をつけておく。一週間たっても治らなかったら、病院へ連れていく。もしくは救急車を呼ぶ。これでどう？」

　母は泣きながら頷いた。

「一週間であたしたちの人生は終わるのね」

「大袈裟だよ。これが単なる病気だったら、きっと変な目で見られることはないさ」

　僕は朝食を終えて立ち上がった。顔を洗い、歯を磨き、スーツに着替えて出かける。親の命令とあればしょうがない。会社に行きたくなかったが、従わざるをえなかった。




　出勤しても仕事に身が入らなかった。冴子のことが頭から離れなくて気もそぞろだ。それでも、上司に叱責されないようには仕事をした。

　お昼はいつもと同じように、同僚の由希子と食事に出かける。実際のところ、由希子は二年先輩なのだが、彼女は短大卒なので、同い年なのだ。

「今日は元気ないみないね」

　食後の紅茶を飲みながら、由希子が言った。

「昨日はどうして休んだの？ 風邪？」

「まあ、そんなところ」

「大事にしてね。無理しちゃ駄目よ」

「うん……」

　それ以上、会話が続かない。そりゃそうだろう。ゾンビになってしまった妹を家に置いて、会社に来てしまったんだから。冴子は大丈夫だろうか。いや、母は大丈夫だろうか。病院に連れていくことをかたくなに拒否する母にうんざりしているのも確かだが、心配なのも事実だ。

　せっかく二人で食事に来たのに、会話が盛り上がらなくて由希子はつまらなさそうだ。申し訳ないとは思う。しかし、僕の気持ちも分かってほしいと言いたくなるのも正直なところだ。とは言っても、まさか自分の妹がゾンビになってしまったなどとは口が裂けても言えない。

　僕と由希子とは社内でも公認の仲だ。僕としては、自分たちが正真正銘の恋人同士という意識はあまりないが、由希子はその気があるようだ。週末にデートをすることもたまにある。将来を考えてすらいるかもしれない。僕としても、まんざらではない。しかし、今は一人にしてほしい。そんな気分だった。

　午後は、上司の目を盗んでネットでゾンビのことを調べた。一般的なゾンビの概念からすると、ゾンビを殺すには脳を破壊するか首を切るしかないのだそうだ。まさか、冴子にそんなことをすることはできない。しかし、いざとなったらしなければならないのだろうか。

　ゾンビのことを夢中で調べていて、いきなり笑いたくなった。僕は冴子がゾンビになってしまったことを信じているのだろうか。僕はゾンビの存在を信じているのだろうか。単なる映画の観すぎじゃないのか。ゾンビという概念は、いかにも荒唐無稽のように思われる。しっかりしろ、高梨健一。妹はゾンビになったのではない。ただの病気だ。それがたとえ未知の病気であったり、不治の病だったりしたとしても。

　まともに使い物にならなかった一日が終わり、僕は帰途につく。地下鉄を降りて自宅まで歩く途中、レンタルDVDの店があったのでつい立ち寄ってしまった。一直線にホラー映画のコーナーへ行き、気がつくと三本の映画を手にしてレジの前に並んでいた。

「ナイト・オブ・ザ・リビング・デッド／死霊創世記」と「ゾンビ」と「ショーン・オブ・ザ・デッド」だ。ウィークデイの夜には映画はあまり観ていられないが、観ないではいられなかった。

「ただいま。冴子、大丈夫だった？」

　家の玄関を開けるなり、僕は母に訊いた。

「大丈夫も何も、相変わらずのままよ」

　母は憔悴しきっているようだ。そりゃそうだろう。一日中、ゾンビと一緒に一つ屋根の下にいたんだから。

　着替えるとさっそく、冴子の様子を見に行く。ドアを開けるといきなりこちらを振り向いて唸り声をあげる。

「冴子、ただいま」

　僕は距離を置きながら言った。

「今日は何をしてたんだ。ごめんごめん。何もできないはずだよな、縛られていたんじゃ」

　ちょっとだけ近づく。冴子は物欲しそうに舌なめずりをして僕の頭を眺める。一説によれば、ゾンビの最高のごちそうは生きた人間の脳味噌なんだそうだ。

　いっそ、この身を冴子に捧げようか。そうしたら、僕もゾンビになるのだろうか。そして、父や母を襲い、父母もゾンビになって、みな外へ出て人々を襲い、やがて世界中ゾンビだらけになってしまうんだ。

　──馬鹿馬鹿しい。これは単なる病気なんだ。ゾンビなどというものは、この世に存在しない。

　急いで食事をし、風呂に入って、さっそく借りてきたDVDを観る。まずはジョージ・A・ロメロの「ゾンビ」だ。

　この映画でも、ゾンビを殺すには脳を破壊するか頭を切断するしかないと言っている。

　しかし、僕はこの映画を最後まで観られなかった。この映画に描かれているゾンビと、冴子とが、あまりに酷似していたからだ。表情のない顔、虚ろな目、青白い皮膚、ひたすら人間を襲うその姿。

　冴子がゾンビになって初めて、僕は泣いた。ちくしょう。ゾンビ映画を観て泣くなんて。感動的な映画を観たって、僕はほとんど泣いたことはないのに。

　精神的に疲れてしまって、僕はそのまま寝てしまった。




【続く】








　ドテ丼の怪獣なのでドテドンというダジャレ以外の何者でもないもので、知人がフリマを運営していて、そこで主宰者自らドテ丼を作って出していたんですね。それに便乗して暇つぶしに描いのが始まりです。デザインをきちんと固定して描いていないので最初に描いたものからは随分と離れています。外さないようにしたのは肩と腰の球体と頭部の大きさです。設定身長は26メートル、体重は17.56トン。

　自分としては面白がって描けたのですが、僕以外が面白がる事がなかったために盛り上がりませんでした。それでまとめというか、締めとして15秒のアニメを作りまして。口からビームを出すだけの単純なものです。ロケもして聖地巡礼も準備もバッチリです。というアニメをカットごとに切り出し、コマ割りしました。

　もうちょっとドテ丼が売れて、もうちょっと話題になったらもう一歩進んだかな。




　楽しい　辛い　嬉しい

　悲しい体験は

　心深くなる



【弾射音既刊本】
クラフトロン 弾射音短編集 SF編
　本格SFから文明批評まで、バラエティ豊かな4編を収録。 




「クラフトロン」…夫のテリーは旅先の地球で他の観光客もろとも消息を絶ち、私は軍人として捜索を命じられる。2体になった自由の女神、巨大化した凱旋門、超高速で地中海を走行するストーンヘンジ。変異に地球は飲み込まれ、私はついにテリーの真実を知る……。




「イナイア・ブリューロンの世界」…管理者として、私は〈インキュベーター3〉に赴任する。そこでは破壊工作者騒ぎが起きていた。私は他の二人の管理者に、破壊工作者と疑われる。〈ブライト・チャイルド〉たちの、見てはいけない真実。私はついに、〈インキュベーター3〉の正体を知るのだった。 




「『小説』株式会社」…22世紀、小説は廃れ、「フィクト」にとってかわられている。マツヤマ・インダストリは、その「小説」を復活させるべく、子会社を設立する。しかし、親会社の重圧に押され、事態は思わぬ方向へ進んでいく……。 




「死体来ます」…未曾有の食糧危機をきっかけに、人類は人肉を食するようになる。死体処理工場に勤務するぼくは、同僚の可愛いクミちゃんや優しい部長と楽しい日々を送る。毎日、たくさんの死体が運び込まれる職場。果たして、食糧危機がなくなる日は来るのだろうか？

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MP4I8JE






今度、死ぬことになった 弾射音短編集 ミステリ編
　弾射音のちょっと毛色の変わったミステリー小説を3編収録。 




「今度、死ぬことになった」…私は大学時代の友人、西井から、「今度、死ぬことになった」という文面の手紙を受け取る。急いで彼のアパートへ出向くと、彼はひどくやつれて病床に臥せっていた。今夜、死ぬのだと言う。意志の力で生き延びる奴もいれば、意志の力で予定通りに死ぬ奴もいる。大した違いはない。彼はそう言って死んでいく。しかし、最後に、彼は恨みを持つ女のマンションに時限爆弾を仕掛けたと遺言を残す。私はどうしたらいいのか？ 




「ついさっき、人を殺してしまいました」…僕はノイローゼの原因となった上司を刺し殺し、逃亡する。殺すに至った経緯や逃亡の近況をツイッターで発信しながら。そのうちに、僕を捕まえようとするハンターの集団が結成される。必死に捜査する警察と、ゲーム感覚のハンターチーム。僕は果たして逃げおおせるのだろうか？ 

「ラフター」…事業に行き詰まったナイト・ジャガーは、妻と娘を殺してしまう。無理心中するつもりだったのか、それすらわからない。そこでナイト・ジャガーは、パソコンのAIソフト、ラフターに相談を持ちかける。ナイト・ジャガーとラフターは、死体処理の方法などを話し合うようになるのだった……。

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MOZXM22









理由なき朝食 弾射音ショートショート集Vol.1
　夜中の三時、ママはぼくをいきなり起こす。朝食を食べなさいと言うのだ。よりによって、こんな真夜中に。しかし、ママは真剣そのもので、取りつく島がない。パパとお姉ちゃんはパニックだ。そのうちに、みんなは泣きながら真夜中の朝食を始める……奇妙な味の表題作など、バラエティ豊かな24編を収録。ちょっとした時間に楽しめます。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MUQJGT8






ぱおにゃん？ 弾射音ショートショート集Vol.2
　暇だったので、ぼくはつい象と猫のハイブリッドを作ってしまった。体長4メートル、鼻が長くて全身毛だらけの象猫は、僕たち夫婦の家の庭で元気に「ぱおにゃん！」と鳴く。妻はパニックだ。今すぐ捨ててきなさいと言う。しかし、それもかわいそうだ。超巨大な象猫を、ぼくはいったいどうしたらいいのだろう？……生物学者の騒動を描く表題作など、今回はSFばかり17編を収録｡本格SFからスラップスティックまで、バラエティ豊かな作品群をお楽しみください。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MW4ZC78






デイズ・オヴ・ホミサイド
　どうして人を殺すのが悪いことかわからないって？ じゃあ、こんな話はどうだ？……殺人が犯罪ではない近未来。人々はいとも簡単に殺し合い、死んでいく。加藤芳雄はある日、吉田美枝子を地下鉄内で殺す。政府のコンピューター内に蘇った吉田美枝子は、逆に芳雄を殺そうと反撃に打って出る。何十人もの吉田美枝子に襲われ、何度も記憶をなくして、芳雄は、次第に精神を崩壊させていく。そしてついに、吉田美枝子は芳雄の呪わしい運命の真相を明かすのだった。SFのかたちを借りて、生命の尊厳を問う。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKDQSLA






彼女の手の中のバービー
　彼女はいきなり僕の顔に化粧をした。僕は彼女の手で、どんどん女になっていく－－美人女子大生と女装少年の、奇妙な愛のかたち。 




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00GWY6ISQ






レイルウェイ、ターミナル、そして故郷へ
　僕は棺桶職人。ある日、大変なことに気づいてしまう。 

　いどぅるが手許にないのだ。 

　人はみな、自分のいどぅるを持っている。いどぅるなしでは、人は生きていけない。 

　そして僕は、いどぅるを取り戻すため、故郷へ向かって旅を始める。 

　ハレーションを起こす風景。木の板に写真を貼っただけの薄っぺらな人間。人の肉でできた街。無数の金属板で構成される大都会。 

　行く手は迷路となり、僕の旅をさまたげる。 

　そんなとき、少女・ナオミが現れる。 

　彼女は僕の手を引き、ともに故郷へと旅をする。 

　はたして、僕は故郷にたどり着き、いどぃるを取り戻すことができるのか？ 

　夢の世界を冒険する、象徴的なファンタジー。

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKCJPR0






A FUNNY STORY OF A SAD STORY
　Once upon a time there lived a sad story in a kingdom near the sea. The sad story was actually a funny story because its author was not talented. People laughed at it and it felt sad. One day, the sad story met a girl who loved books so much. The sad story wanted to make the girl happy, so it went to the other kingdom to meet the happiest story in the world. Can it make the girl happy ever after? Can it meet the happiest story in the world? 




　This story was once on the magazine JOHNNY AMERICA(http://www.johnnyamerica.com/).




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00N4OBZYE

※この本は英語版です。






HAPPY ENDING and MIAI
　This book contains two love stories that occurred in Japan. 

　“HAPPY ENDING”?An experimental short story. One day Sakura Minamimori the novelist met a young woman who doesn’t read endings of stories. That was her way of reading stories. She didn’t read one of his novels entirely in front of his eyes and that made him angry. She said she would tell him the reason why she doesn’t read any endings of any stories if he writes a story only for her. And she was not in good health. Should he write a story only for her? 

　“MIAI”?Masashi was thirty-nine. He took his thirtieth miai(formal marriage interview) that day. At the miai, he met Yasuko who was not so young. On the other hand, Masashi liked a young girl who was a bookstore clerk. To his surprise, Yasuko confessed that she had been in love with other woman’s husband who had been killed by traffic accident. Should he marry a woman who once loved other woman’s husband? Could he love Yasuko?




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00NLTWGGS

※この本は英語版です。






パッチワールド
　人格シミュレーション「村田邦明Ver.7」は独自の理論「量子的同一」を宇宙で実証するため、恒星間宇宙船アポリオン3を乗っ取り、大学事務局のみどりとゼミの学生の勇を巻き込んでヒアデス星団に出発した。折しも太陽系に謎の結晶体ペダーが大量発生、地球は壊滅的被害を被る。15年かけてヒアデスに到着すると、村田は実験を再開した。そこで、ペダーが、地球生命とシンクロした、ヒアデスに数十億年後発生する生命の可能性であるということが判明した。村田は量子的同一によって地球へジャンプし帰還しようとする……クリス・ボイスの名作『キャッチワールド』へのオマージュ。第一回SF新人賞候補作を加筆。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00O5WSU7E



【murbo既刊本】



宇宙キッド 怪獣図鑑 魔人ゴース編
　架空の連続TVアニメーションである、宇宙キッドに登場する敵怪獣などをカード風のレイアウトで紹介する図鑑。第一巻は宇宙魔人ゴースの作り出すアイアンモンスターと宇宙キッドの使う装備のイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00EM4ST80






宇宙キッド 怪獣図鑑 ドーモル団編
　架空のTVアニメ、宇宙キッドに登場する敵怪獣をカード風のデザインで紹介する図鑑。第二巻は地底人ドーモルが率いる怪獣たちのイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00F0CFGVQ






戦え！宇宙キッド 怪獣図鑑 超電子頭脳ズレイノウン編
　架空のTVアニメ、宇宙キッドの敵メカ怪獣をカード風に紹介した図鑑。第三巻はSSLに反旗を翻した超電子頭脳ズレイノウンの作り出すロボット群のイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00HRW3ELG



編集後記


　取り敢えず、第31号の編集後記です。




　murbo／表紙は紫陽花がハート型になっていたので撮りました。まだまだ開いていない状態ですが、形を優先しました。




　渡辺／（外に出てました。）

　今回もお疲れ様です～！。




　murbo／お疲れ様です！また遠出だったようで。




　渡辺／月曜も上京でしたし、今週はほとんど仕事が出来てなくてホントにヤバイですw




　murbo／ヤマト沈没しちゃう。




　渡辺／ヤマトは沈没しないけど僕だけ沈没ですよw

　まぁ、仕事だけでは面白く無いですし、

　っていうか、普通に毎週土日を休んでいる人が普通ですからねw

　普通が多かったw




　murbo／そうですねw 土日休みの人がいないとエンタメは仕事する日が無いですし。

　今は違うけど、変な話、広告会社だと土日は稼ぎ時というイメージがあります。




　murbo／さて、今回の掲載を順に紹介していきましょう。渡邊利道さんの新しい生命。僕は文章をビジュアルを何らかのウ方法で説明するものって思い込んじゃうので、読んでいて小説というか文学（大袈裟な意味じゃなくて）だなあと思いました。

　トビラはあちこちの美術館のウェブサイトのパブリックドメインデータを活用しています。




　murbo／ドラゴンさんの他人の畑で雑句ザク！は子供の頃のお弁当のお話。マスメディアでは話しづらい立場の子供たちですねぇw




　お弁当がガムとかキュウリ一本とか、そういうのは昭和までじゃなさそうだなあ。掘り下げづらいw




　murbo／渡辺哲也さんの今日の妄想は四脚ロボット。SNSでは3Dプリントして話題ですね。




　渡辺／今年はオリロボ3Dプリント元年です。

　あ、来月はForm2でプリントした写真でいいのかw




　murbo／そうですね！だんだん模型誌のような紙面になっていけばいいんじゃないですかねぇ。昔の模型誌しか分からないけど。




　渡辺／80～90年代のモデルグラフィックス読者なので、製作記事半分、残りの半分はアイドルの話しにしますよw




　murbo／それですw！ ただアイドルが分からんというw 当時もアイドルネタは名前くらいしか分からなかったなあ～




　渡辺／僕もモグラのライターさんの真似したかったけど、いかんせん興味が無かったですw

　岐阜県では出会う可能性も無いですしね。

　東京の人と地方の人のアイドル格差ですよねw




　murbo／そうですね～ あ、高校の頃モグラの編集部行きましたよw バイトのついてで。

　アイドルは数十年待たないと会えませんでしたw 格差ですね




　渡辺／へ～見学とか？




　murbo／バイトしてたところが作ったガレキのサンプル持って行ったんです。なんかよく分からないうちについていました。

　思い出したら、小林誠さんの描いたジオが出てくる四ページくらいの漫画の原稿を見せてもらっていました。当時ガンダムを見ていなかったんでジオを知らなくて、感動が薄かったw

　それよりも画材がペンと鉛筆で、そっちの方が興味ありました。鉛筆で書いて印刷原稿に出来るんだ！と。




　渡辺／いいですね～！

　羨ましい




　murbo／多分、小林アレンジのジオはあれが初だったので、アニメのジオを知らなかったのは本当に残念。一緒に行った友人は滅茶苦茶感動してた。

　という体験を全く活かせていなくて、誰彼となく申し訳ないです。




　渡辺／貴重な機会を捨てましたねw




　murbo／ジオはともかく一応、鉛筆で印刷原稿を描くというのはデザイン事務所でやったことがあるんですよ。叱られましたけどw 今は鉛筆作画の漫画は一般的にありますが。




　渡辺／たしかに、そうでしたね。

　Hさんとこで漫画を教えてもらったときはそういう話しを聞いてました。




　murbo／印刷方式とか印刷自体の精度もあってインクなどで描かないとかすれてしまうからですが、今はPhotoshopなのでトーンカーブなど持ち上げてやれば問題ないんです。ただ当時、実験的な漫画ではないところでやられているのは画期的じゃなかったかなあ。




　渡辺／たしか、当時でも可能だったけど、版を作るのにお金がかかったって話しですよね？




　murbo／そうですね、製版がひと手間かかるので。

　そうそう、編集の方がZガンダムの飛行体型を上下ひっくり返して描いてるのがかっこいいよって言われていたのを思い出しました。これもZガンダム見てなかったんで感動出来なかったw

　当時、全然アニメを見なくなっていたんです。




　渡辺／僕はその頃はいちばんピークだったかな。




　murbo／どうやらアニメの美味しい時期を見逃していたようで。




　渡辺／そういうのが抜け落ちるのも、個性になっていくんじゃないです？大事だと思いますけどね。




　murbo／そうですかねぇ～ そういう事で納得して前向きになってみようかな。

　Zガンダムはのちに映画版を見ましたよ。リックディアスがかっこいいと思いました。




　渡辺／ZやZZはメカデザが良くも悪くもノビノビしてますよね。




　murbo／あ、それを知らなくて。デザインはモデグラのアレンジしまくった模型で初めて見るのでびっくりしました。アニメのデザインは後から見てさらにびっくり。




　渡辺／自分もあの時代を引きずってるので、今年は沢山モノになるクオリティでデザインして発表したいです！




　渡辺／世界感とか統一感とか配慮しない感じw




　murbo／ノビノビデザイン！




　murbo／楽しみです。

　弾射音さんのリビングデッドシスターは家族が出揃って、ゾンビになった娘を押し付け合っています。コメディーだと思っていたのに全然コントみたいにならないので、すごく怖く感じます。ホラーです。




　murbo／で、僕はドテドンですね。チマチマ描いていた怪獣ドテドンはこれで締めです。




　渡辺／ドテドンもなにやら本格的になってきましたね。

　どこかのお店のイベントがスタートだったんでしょ？




　murbo／そうですね、イタリア料理店がイベントでドテ丼を出したのがネタですね。




　渡辺／あえて解説しないトコがまあぼさんらしいとは思いますw

　そもそも、ドテドンが名古屋圏以外では通じないでしょうし、イタリア料理店だからさらにややこしい感じはありますねw




　murbo／ほんとうはもっと屁理屈を言いたいです。それこそ80年代のモデグラみたいにw




　渡辺／言ったらいいじゃないですかw




　murbo／やるしかないですか。

　その前にドテ丼を自分で作らないとなあ。




　渡辺／そうなんすかw

　模型作例とレシピと小説の本に！




　murbo／ドテ丼作った事ないんです。




　渡辺／作ったことなくても、怪獣描く分には問題無いようなw




　murbo／いやぁ、なんか嘘ついてるみたいで気持ち悪いんですよ。




　渡辺／なんて真面目なw




　murbo／あのドテ丼は作るのが大変なので気軽に作れるドテ丼は考えたいですね。

　あれ、豚一頭必要なんですよw




　渡辺／どんだけ本格的なの作ろうとしてるんですか！？




　murbo／なので、もっと気軽なのが出来ないかと。




　murbo／簡単じゃないと普及しようがないですw




　渡辺／面白い記事を楽しみにしてますw




　murbo／ドテドンのラストワークはまさかのどんぶり作りw

　クリエイターの夜食に合うのが出来たら良いかと思ってます。




　murbo／と言ったところで、今回も配信できます。また次回も配信出来るように頑張りましょう～～。
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